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令和 7 年度富山大学における FD 活動報告書 

あいさつ 

 富山大学では、教育の質の向上と教育改善の継続的な推進を目的として、各学部・研

究科等において、教育課題や学生支援に対応した FD 活動に取り組んでまいりました。

令和 7 年度の活動をまとめた本報告書を取りまとめるにあたり、FD 活動の企画・運営

に携わっていただいた教職員の皆様、ならびに各部局においてご参加・ご協力をいただ

いた皆様に、心より御礼申し上げます。 

 今年度の FD 活動を振り返りますと、各部局に共通して、授業改善をより実践的な課

題として捉え、日々の教育活動に直結するテーマを扱う取組みが進められたことが特徴

であったといえます。人文学部では少人数授業の実践例を共有し、教育学部では共同教

員養成課程の運営やシラバス作成の留意点について理解を深めました。工学部では、学

生から高い評価を受けた教員による授業実践の工夫が紹介され、薬学部では研究室配属

や学生面談、英語教育、短期海外留学等、学修支援とカリキュラム改善の両面から議論

が行われました。さらに、経済学部では、新教養教育の導入意図や学部専門教育との関

わりについて理解を深めるとともに、就職支援や大学院進学に関する最新の状況を共有

し、学生指導に資する知見の更新が図られました。 

 また、学生一人ひとりに応じた支援の重要性を再確認する取組みも各部局で進められ

ました。理学部では障害のある学生への合理的配慮や学内連携について理解を深める研

修が行われ、都市デザイン学部では学生のメンタルヘルスを主題とした FD が実施され

ました。教育現場においては、学修支援のみならず、学生生活全体を見据えた丁寧な関

わりが求められており、こうした取組みは本学の教育の質保証を支える基盤として重要

な意味を持つものと考えています。 

さらに、各部局の FD 活動には、それぞれの専門分野や教育目的を反映した特色ある

テーマが見られました。医学部医学科では臨床実習における指導と評価の改善、研究室

配属における教育実践が取り上げられ、医学部看護学科では志願者確保に向けた学生募

集戦略を検討する研修が行われました。芸術文化学部では大学院進学の促進とハラスメ

ント防止、理学部ではキャリアカルテの活用や就職・進学支援、薬学部では大学院進学

や研究時間確保に関する課題の共有が図られました。これらの取組みからは、FD が授

業方法の改善に留まらず、入学前から卒業後を見通した教育体制全体の改善へと広がっ

ていることが伺えます。 

1



 このように、今年度の FD 活動は、各部局がそれぞれの課題を具体的に持ち寄り、教

職員が相互に知見を共有しながら改善方策を模索する、実践的で協働的な場として展開

されました。授業評価アンケートや卒業時調査、学生満足度調査等の結果を踏まえた検

討も継続して行われており、FD 活動が教学マネジメントや PDCA サイクルの推進と

密接に結びつきつつあることを実感しています。本報告書にまとめられた各部局の工夫

や成果が、今後の教育改善に向けた有益な手がかりとなり、部局間での学び合いをさら

に促すことを期待しています。 

 本報告書の作成にあたり、各部局 FD 担当者の皆様には、ご多忙の中、丁寧にご対応

いただきましたことに改めて感謝申し上げます。社会や学生を取り巻く状況が大きく変

化する中で、本学においても、教育の質を不断に見直し、学生の学びを支える体制を着

実に整えていくことが求められています。来年度以降も、富山大学ならではの特色ある

教育の実現に向け、教職員が一体となって FD 活動の充実に取り組んでいくことを願っ

ております。引き続き、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

全学FD・教育評価専門会議議長 

松本 馨 
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令和７年度第 1回全学 FD2025 「大学業務での生成AI活用ワークショップ」 

日 時：令和７年８月８日（金）13:30～15:30 

形 式：対面及びオンライン 

場 所：五福キャンパス 総合情報基盤センター ２Ｆ 

対 象：本学教職員及び学生 

■開催趣旨

生成 AI の急速な発展に伴い、様々な業務現場で、その利便性や活用可能性に大きな注目

が集まっています。なかでもテキストを生成するタイプの AI は急速に普及が進んでおり、

大学においても議事録の作成や文章要約、翻訳、授業支援や教材作成など、教育・研究・業

務支援に関わる幅広い用途で利用されるようになってきました。本学においても Microsoft 

Copilot や OpenAI ChatGPT、Google Gemini などを利用し、実際に業務の効率化や教育の

質向上に取り組む教職員が増えているものと推察されます。 

 一方で、生成 AI の活用はまだ初期段階であり、具体的にどのような場面で活用できるの

か、そのメリットと注意すべき点、あるいは運用上の課題について十分理解されていない状

況も見受けられます。こうした背景を踏まえ、本 FD では私立大学で生成 AI の業務利用を

推進している講師から、大学における生成 AI の活用事例や具体的な導入効果、運用する上

での課題や留意点についてご紹介いただき、参加者の皆様と議論を深めたいと考えており

ます。 

 また、実際に生成 AI を操作・体験するワークショップも企画しています。AI に関する理

解を深め、日々の業務への具体的な導入イメージを持っていただくことを目標としていま

す。本 FD は教員だけでなく事務職員、学生の皆様にとっても有益で実践的な内容になって

いますので、ぜひ多くの方にご参加いただき、生成 AI のより良い活用方法を見つける機会

になれば幸いです。 

■スケジュール

大学業務での生成 AI 活用と実践事例（13:30～14:15） 

⚫ 生成 AI の基礎と動向（基本概念と技術背景、GPT モデルの進化、各種ツールの比

較と特性）

⚫ 大学における生成 AI 導入と現状（生成 AI 導入までのプロセスと課題、導入後のガ

イドライン作成と活用状況）

⚫ 生成 AI を活用した実務事例（自由記述テキスト分析、インサイト抽出、Office 製品

操作の支援と実践的活用、学内文書のバイリンガル化）

⚫ 生成 AI 活用の注意点と今後の展望（機密情報管理とセキュリティ対策、生成 AI 特

有の問題と対応策、生成 AI の技術的進展）

⚫ 質疑応答・ディスカッション

＜休憩＞ 
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ワークショップ（14:30～15:30）

⚫ 生成 AI 活用ワークショップ

⚫ ChatGPT や Copilot を利用（現地参加者のみサポートします）

■講師

相生 芳晴 室長 

学校法人上智学院 IR 推進室 兼 情報システム室 

IT 企業から上智大学転職後、学事センター、情報システム室を経て、2018 年より現職。

Tableau 大学ユーザー会を企画。編著として「大学 IR スタンダード指標集教育質保証か

ら財務まで」「大学 IR 標準ガイドブック：インスティチューショナル・リサーチのノウ

ハウと実践」等がある。上智大学で IR 担当の他、事務系システムの導入、生成 AI の業

務利用を推進している。（https://researchmap.jp/aioi/） 
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2023 5
ChatGPT GAI

DX  - MANA  
(gomana.ai)

https://news.microsoft.com/ja-
jp/features/231219-expanding-microsoft-
copilot-access-in-education/

https://learn.microsoft.com/ja-jp/copilot/microsoft-
365/enterprise-data-protection
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https://www.mri.co.jp/news/press/20240805.html

 IR  
yoshiharu_aioi@sophia.ac.jp
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Microsoft Copilot 
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Copilot Python
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Word PDF

Copilot in Edge  Microsoft Edge
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Copilot in Edge Edge Web PDF
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ChatGPT (GPT4) 
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13 EXCEL

Excel

ChatGPT (GPT4) 
Excel

1. 
John Michael Smith

=LEFT(A1, SEARCH(" ", A1)-1)

:
=TRIM(MID(A1, SEARCH(" ", A1) + 1, SEARCH(" ", A1, SEARCH(" ", A1) + 1) - SEARCH(" ", A1)))

:
=RIGHT(A1, LEN(A1) - SEARCH(" ", A1, SEARCH(" ", A1) + 1))

  

Excel

BI Tableau PowerBI

NPS Net Promoter Score
/ 0

10
3 NPS

Promoters : 9 10
Passives : 7 8
Detractors : 0 6

NPS :
NPS=( ( − )/ ) ) 100

Excel NPS

1.

Promoters :  =COUNTIF(range, ">=9")
Passives :  =COUNTIF(range, "=7") + COUNTIF(range, "=8")
Detractors :  =COUNTIF(range, "<=6")

range

2. NPS
NPS :

=((COUNTIF(range, ">=9") - COUNTIF(range, "<=6")) / COUNT(range)) * 100

Promoters Detractors 100
NPS

 range 
Excel Excel NPS

NPS Excel

14 EXCEL
Excel

E:¥TEST
Excel Sheet1 A A

A

ChatGPT (GPT4) Excel VBA
E:¥TEST Excel  Sheet1 A

Excel A
A

VBA

Sub SumColumnAAndReportInActiveWorkbook()
Dim sourceWb As Workbook
Dim targetWs As Worksheet
Dim folderPath As String
Dim filename As String
Dim columnSum As Double
Dim lastRow As Long

' 
    folderPath = "E:¥TEST"

' 
    Set targetWs = ThisWorkbook.ActiveSheet

' Excel
    filename = Dir(folderPath & "¥*.xlsx")

' A A
  Do While filename <> ""

' 
     Set sourceWb = Workbooks.Open(folderPath & "¥" & filename)

(Python R )

' Sheet1 A
        columnSum = 
Application.WorksheetFunction.Sum(sourceWb.Sheets("Sheet1").Range("A:A"))

' 
     lastRow = targetWs.Cells(targetWs.Rows.Count, "A").End(xlUp).Row + 1

targetWs.Cells(lastRow, 1).Value = columnSum

' 
     sourceWb.Close False

' 
        filename = Dir

Loop

' A
  lastRow = targetWs.Cells(targetWs.Rows.Count, "A").End(xlUp).Row + 1
targetWs.Cells(lastRow, 1).Value = 

Application.WorksheetFunction.Sum(targetWs.Range("A1:A" & lastRow - 1))

' 
    MsgBox " "
End Sub

:
1. 
2. 
3.  .xlsx

Excel
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EXCEL

ChatGPT Excel ChatGPT Excel
https://aitrigger.co.jp/blog/efficient/chatgptxexcel/ promptia

https://prompt.quel.jp/10012

(ChatGPT Plus Web
(GPT4?)

(Deucalion)

Copilot
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ChatGPT Deep Research OpenAI 2025 2
ChatGPT 5 30

(OpenAI)

5 /
Plus/Team/Edu/Enterprise 10 15 /
Pro US$200/ 125 125 /

Deep Research

AI
5 30

Deep Research AI

•

PDF
•

•
o3 HLE Humanity’s Last Exam

26.6 GPT-4o 3.3
•

5 30
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令和７年度第２回全学FD2025 「授業設計ワークショップ」 

 

日 時：令和７年 10 月 31 日（金）13:30～15:30 

形 式：対面 

場 所：五福キャンパス 共通教育棟 D21，D22 教室 

対 象：本学教職員 及び 博士課程の学生 

 

■開催趣旨  

 富山大学では昨年度、大学機関別認証評価を受審し、その際、シラバスに関するいくつか

の指摘を受けました。指摘事項に対応するため、各部局にてシラバス内容の点検体制を再確

認し、シラバス点検が不十分である場合はチェック体制を強化・徹底することとし、昨年度

末には各部局内でシラバスチェックを実施しました。また、今年 1 月上旬には「シラバス作

成に関する FD」を実施した他、シラバスの記載例を収集し、全学に共有しました。 

 一方、そこで行われた点検は主に書面としてのシラバスの書き方に留まっており、授業設

計の観点から「どのように学修者本位の教育を展開するか」という議論には踏み込めていま

せんでした。学生が何を身に付け、何ができるようになるかを明確にし、学生が成長実感で

きる「学修者本位の教育」を実現するためには、まず授業設計を適切に行うことが必要です。 

 本ワークショップでは、授業の到達目標、その評価方法、授業外学修課題、授業方法につ

いて、ご自身の授業に関する事前課題をもとに、講師からの情報と参加者間での意見交換か

ら、良い点やさらに良くできる点を確認し、課題解決のヒントを得ることを目的としていま

す。 

 

■講師 

榊原 暢久（芝浦工業大学 教育イノベーション推進センター長、教授） 

芝浦工業大学・教育イノベーション推進センターの教授として、高等教育の質向上と改善支援

に取り組んでいる。芝浦工業大学教育イノベーション推進センターは文部科学省から「教育関

係共同利用拠点」に認定されており、「大学の（教）職員の組織的な研修等の実施機関」に認定

されている唯一の私立大学でもある。榊原教授は、この拠点で実施されるプログラム群の計画

立案・構築・改善を 10 年にわたり先導し、芝浦工業大学の教育の質保証や学修成果の可視化に

関するプロジェクトだけでなく、大学基準協会の機関別認証評価も担当している。 

 

■到達目標 

１．基礎的な授業設計方法を説明できる 

２．自身の授業をふり返り、成果や課題、改善点を明らかにすることができる 

３．自身の授業の授業設計に関する課題解決のヒントを得て、改善に活かすことができる 
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■当⽇参加者内訳 ■オンデマンド参加者内訳

 第2回全学FD参加者数

芸術文化学系 1

人文科学系 0

教育学系 0

社会科学系 0

教員 23

2025年10⽉31⽇（⾦）13：30〜15：30
「授業設計ワークショップ」

理学系 0

都市デザイン学系 0

工学系 3

医学系 4

薬学・和漢系 0

教養教育学系 12

教育研究推進系 2

国際機構 1

職員

学生

合計

1

5

29

職員

教員 35

合計 35

0

人文科学系 2

社会科学系 0

教育学系 5

芸術文化学系 0

理学系 1

都市デザイン学系 0

教育研究推進系 5

教養教育学系 4

工学系 10

医学系 7

薬学・和漢系 1
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第２回全学 FD アンケート結果のまとめ 

（１）意見・ご感想

全体的な評価 

・非常に参考になったとの声が多く、講師や内容に対する満足度が高い。

・実践的なワークショップ形式が好評で、理解が深まったという意見が多数。

授業設計・改善に関する学び 

・シラバス作成のポイントや授業設計の基本を学べた。

・到達目標・評価方法・授業方法をセットで考える重要性が認識された。

・時間配分や集中力維持の工夫（例：20 分ごとに形式を変える、問いかけを挟む）が必要

との気づきがあった。

アクティブラーニング・評価手法

・ペアワークやグループワークの有効性を実感。

ただし、ペアによる学びの差や人数設定への課題も考えられる。

・ルーブリック評価の共有やフィードバックの重要性が再確認された。

・Moodle など LMS の活用によるアクティブラーニング推進に関心が高まった。

学習者視点の意識 

・学生の集中力は 8 分程度という情報に驚き、授業改善の必要性を認識。

・学生の居場所や静かに考える時間の確保について懸念する声もあり。

その他の意見・改善点 

・画像や映像の見やすさなど、運営面での改善要望あり。

・教員同士の情報共有の場として FD が有意義との評価。

・教員の負担軽減策や授業外学修の工夫についても関心が高い。

（２）今後、全学 FD で取り上げてほしいテーマ

生成 AI 関連 

・学生による生成 AI 利用への対策。

・講義や研究指導における生成 AI との付き合い方。

・ChatGPT など生成 AI を授業でどう活用・対応するか。

・高等教育や研究における生成 AI の活用方法。

※Copilot を利用してアンケートの内容を整理・要約しました。
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授業設計・実践 

・具体的な科目を例にした授業設計の説明。

・ワークショップ型の実践的 FD。

・アクティブラーニングの設計方法。

・実際にアクティブラーニングを取り入れている教員からの情報共有。

ICT 活用 

・Moodle などの学習管理システムを使った効果的な学習方法。

・高校生の学びの変化を踏まえた大学講義の対応。

（情報処理やアクティブラーニング経験の把握）

その他 

・理系科目のシラバスや演習授業の書き方。

・最近の学生気質に関する情報。
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令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名 人文学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

・授業評価アンケートを継続的に実施

・卒業時調査を継続的に実施

・教員の学外ＦＤ研修会への参加に対する支援

・教員対象のＦＤ研修会を学部ＦＤ委員会の主催で１回、大学院の主催で１回実施。内容は以下の

通り。 

【第 1 回学部ＦＤ研修会】 

日 時：令和７年９月１８日（木） １３：００〜１４：３０ 

テーマ：少人数授業の実践例について

講師及び科目名・題目： 

１）梁 有紀 准教授

○科目名 中国言語文化講読(a)（令和５年度前期）

○題 目 担当者の舞台

○概 要 担当者の舞台について、準備、舞台、学びの三段階で報告します。

２）須永 修枝 講師

○科目名 国際関係論演習(a)/(c)（令和６年度前期）

○題 目 なぜか学生が成長する仕組み

○概 要

この授業では、学生たちが学びあうこと（質問し、調べ、答えるというプロセスを繰り返すこと）

で成長を感じることができたようです。この報告では、そんな授業の仕組みを共有したいと思

います。 

３）入江 幸二 准教授

○科目名 西洋史基礎演習（令和６年度後期）

○題 目 西洋史基礎演習（令和６年度後期）の実践

○概 要

１年生向けの最初の専門科目「西洋史基礎演習」をどのように進めていったか、説明する。

【大学院人文社会芸術総合研究科ＦＤ研修会】 ※当委員会は運営に関与していないが、人文学部

教員も参加した研修会としてここに附記する。 

日 時：令和８年１月１４日（水）１３：００～１４：００ 

講師・講演題目： 

・小柳 淳也 氏

経済産業省 中部経済産業局 電力・ガス事業北陸支局 地域経済産業課 課長補佐

「北陸地域経済と企業支援施策等について」
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 ・山下 創平 氏 

  経済産業省 中部経済産業局 電力・ガス事業北陸支局 総務課 係員 

  「富山大学地域連携推進機構と共に創る、とやま産業人材共創プログラムについて」  

 

■得られた成果とその活用 
・第１回学部ＦＤ研修会は、ＦＤ研修会後のアンケートでかねてから要望のあったテーマを取り上げ

たものである。授業アンケートで学生からの評価が高かった授業を実施した教員３名に講師を依頼

し、授業における取り組みを紹介した後、参加者との質疑応答や自由討論を行った。 

終了後のアンケートの回答は、「ほかの教員の授業に関する取り組みを知るよい機会となった」

「案外と細かい実情やノウハウを交換する機会は限られているかもしれないので、有意義だったと

思います」「学問分野ごとの特性もあるので全く同じようにはできないが、先生方がされている小さ

な工夫は、自分の授業でも取り入れてみたいと思った。」「学問への愛がないと、学生をも愛するこ

とができない。三人の先生方はそれを教えてくださったと思う」等概ね好意的であった。 

・大学院人文社会芸術総合研究科ＦＤ研修会はほとんど経済産業省中部経済産業局の業務の紹

介であり、特に人文科学系とはかかわりの薄いものであったが、大学院における産学協同の実情

を知る機会にはなったといえる。 

 

■今後の課題 

・ＦＤ研修会アンケートの回答率が低い状態が続いており、回答率向上のための方策が大きな課題

として残されている。 

・次年度以降も、教員の多様なニーズに応じた研修が求められる。 

・本学部教員の学外ＦＤ研修会への参加状況は芳しくなく、周知宣伝の強化が求められる。 

・大学院人文社会芸術総合研究科ＦＤ研修会は、人文学部教員から授業改善と何の関係があるの

かという声もあり、ＦＤ研修会の目的とコンセプトを明確にしておく必要があろう。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

 

部局名   教育学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況 

 

  令和 4 年度より、現代的教育課題に対応する能力を持った質の高い教員養成を目的として、金

沢大学と連携して教育学部共同教員養成課程を設置した。養成する人材像を「豊かな人間性と社

会性、教育への情熱と使命感を持ち、教科や教職に関する専門的知識と技能を身に付け、新たな

教育的課題に適切に対応できる実践力のある者」と掲げている。 

 共同教員養成課程における教育体制・教育方法等の点検・評価を実施するなど、教育の質保証

及び教学マネジメントの PDCA サイクルの構築を図るため、両大学の学部長、学類長、副学部長、

教務委員長から構成される合同教学委員会を設け、カリキュラムの編成に関する事項、入学者選

抜試験に関する基本的事項及び FD 活動の方針に関する事項などについて審議した。この教学委

員会に、教育方法検討（FD）部会を設置し、両大学合同でのFD活動を企画・実施していくことによ

り、共同教員養成課程全体の教育内容等の改善を図ることとした。さらに富山大学教育学部では

FD・カリキュラム委員会において、独自に教育体制・教育方法等の点検・評価を実施した。 

 

① 学部授業評価アンケートの実施 

② 卒業時調査の実施 

③ 授業評価プレアンケートの実施 

④ 富山大学・金沢大学教育学部共同教員養成課程合同 FD 研修会 

⑤ 学部 FD 研修会 

 

●授業評価関連：①③ 

授業評価の分析結果は、FD・カリキュラム委員会において算出し、全体結果を教授会にて説明・共

有している。 

●卒業時調査② 

学生の修学やそれらに対する評価等について、全学と連携し実施した。 

 

●第 1 回合同 FD 研修会④ 

日  時：令和 7 年 9 月 25 日（木）10：00～12：00 

会  場：教育学部 3 棟 3 階「331」講義室（金沢大学と遠隔システムにて通信） 

内  容：両大学の教育実習指導体制について 

対  象：教育学部教員、教職大学院教員、金沢大学学校教育学類教員 

参加者：２７名（富山大学） 

研修内容： 

（1） 富大・金大の教育実習指導体制について 

富大報告：月僧実習等運営委員長    

金大報告：滝口教育実習運営委員会委員長 

 （2）質疑応答と意見交換 
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●第 1 回 FD 研修会⑤ 

日  時：令和 7 年 6 月 11 日（水）16:30～17:45 

会  場：教育学部 1 棟 2 階大会議室 

対  象：教育学部教員、教職大学院教員  

参加者：42 名 

研修内容：富山大学教育学部共同教員養成課程について  

・共同教員養成課程設置の背景，および趣旨（徳橋先生）  

・共同教員養成課程（教育課程の共同実施制度）の仕組み，教育課程（宮先生）  

・共同教員養成課程の履修の流れ（石川先生） 

 

●第 2 回 FD 研修会⑤ 

日  時：令和 8 年 1 月 21 日（水）15:00～16：05  

会  場：教育学部 1 棟 2 階大会議室 

対  象：教育学部教員、教職大学院教員  

参加者：３１名 

研修内容：シラバスの役割と作成の留意点   

講師：  ・松本 馨 先生（学術研究部・教育推進系／教育・学生支援企画室） 

・高橋 課長、神谷 係長（学務課） 

・宮 一志 先生（教育学部） 

 

■得られた成果とその活用 
第 1 回合同 FD 研修会では、富山大学および金沢大学における教育実習指導体制について、両

大学の運営方針や支援の特徴を比較しながら理解を深めることができた。特に、実習前後の指導

体制や学校現場との連携方法に違いがあることを知り、自学の体制を見直す視点が得られた点が

大きな成果である。今後は、得られた知見を学生への実習指導や相談支援に活かし、より円滑で質

の高い実習運営に寄与していきたい。 

第 1回学部FD研修会では、共同教員養成課程の設置背景や制度の趣旨、教育課程の仕組み、

履修の具体的な流れについて理解を深めることができた。特に、大学間での教育課程の共同実施

の意義を再確認できた点が大きな成果である。今後は得られた知見を学生支援や履修指導に活か

していきたい。 

第 2 回学部 FD 研修会では、「シラバスの役割と作成の留意点」について体系的に学ぶ機会とな

った。シラバスは学生に授業の全体像を示す学習契約であると同時に、教員にとっては授業設計を

可視化し、教育の質を担保する重要なツールであることを再確認した。特に、到達目標と評価方法

の整合性、学修時間の妥当な見積もり、授業方法の明確化、アクティブラーニング要素の位置づけ

など、作成時に意識すべき具体的な観点を整理できた点が大きな成果である。また、学生にとって

理解しやすい表現や構成を心がけることが、学修意欲の向上にもつながることを共有できた。今後

は、研修で得た知見を自身のシラバス改善に反映させるとともに、学部内での情報共有や相談支

援を通じて、教育の質向上に継続的に貢献していきたい。 
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■今後の課題

これまでの FD 研修会を通じて、教育実習指導体制、共同教員養成課程の仕組み、そしてシラバ

ス作成の基本的視点について理解を深めることができた。一方で、これらの知見を実際の教育活

動に効果的に反映させるためには、いくつかの課題が残されている。まず、富山大学・金沢大学の

教育実習指導体制の違いを踏まえ、学生支援の質を高めるための学部内での情報共有体制をよ

り強化する必要がある。また、共同教員養成課程に関する制度理解を教員間で均質化し、学生へ

の履修指導において説明のばらつきが生じないよう、継続的な研修機会の確保が求められる。さら

に、シラバス作成に関しては、到達目標・評価方法・授業方法の整合性を確保するためのチェック体

制や、学生にとって理解しやすい表現を共有する場の整備が課題となる。これらを踏まえ、学部全

体として教育の質保証に向けた共通理解を深め、教員が相互に支え合う仕組みづくりを進めていく

ことが今後の重要な課題である。 

7171



令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  経済学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

今年度は学部ＦＤ研修会を２回開催した。 

第１回：「大学教育（教養教育改革）に関して」（令和 7 年 9 月 10 日開催） 

 新教養教育をテーマとし、教養教育院の杉森先生を講師として、新たに導入される新教養教育に

ついて、新教養教育の導入の意図や、解説を行っていただき、新教養教育への理解を深めるととも

に、さらには、学部専門教育とのかかわり方を学び、学部教育ないしは大学教育の向上につなげる

ための機会とすることを目的として開催した。 

第２回：「就職支援について」（令和 7 年 10 月 8 日開催） 

 就職支援をテーマとし、株式会社リクルートより講師を招き、昨今の就職状況や近年の採用スケ

ジュールについて解説を行っていただき、学生に対する就職支援・指導のポイントを学ぶ機会とす

ることを目的として実施した。また、大学院進学に関すること（進学することのメリットなど）も説明い

ただいた。 

 なお、各回の参加状況は以下のとおりであり、ＦＤ研修会を教授会開催日に設定することで、高い

参加率を維持している。 

第１回参加者：３4 名（参加率 74％） 

第２回参加者：４０名（参加率 87％） 

■得られた成果とその活用

第１回：「大学教育（教養教育改革）に関して」（令和 7 年 9 月 10 日開催）について 

新教養教育に関する理解度や情報量には教員間で個人差が大きいことが予想されたため、基本

的な知識の共有ができた点で意義があったと考えられる。新教養教育は学部教授会でも度々議論

はされていたが、その具体的な運営方法や教育負担の大きさ、学部の専門科目との関連性などに

関しては不明な部分が多かったため、教員の関心度は高かったと思われる。 

また、新教養教育では、これまでの教養教育科目と新設科目による科目編成の変更、各科目群

への新たな位置づけ・意味づけがなされたため、その実施に当たっては学部教員の協力が不可欠

である点も合わせて共有された。このような意識の共有は次年度から始まる新教養教育の授業の

質の確保に少なからず貢献することになるだろう。 

第２回：「就職支援について」（令和 7 年 10 月 8 日開催）について 

学生の就職市場は変化が激しい一方で、日々、研究や教育などに追われる教員にとってみれば、

個人レベルでその変化をフォローするのは極めて難しいため、直近の事情を知ることができ、授業

やゼミ・卒業研究で学生を指導する際の参考になった。新卒採用の求人倍率や、就職活動の早期
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化、インターンシップなどのキャリア形成支援プログラム、就職活動を終えた学生の納得感、文系大

学院生の就職活動などについての説明があり、教員の知識のアップデートにつながった。 

また、就職先を安易に決めてしまったと感じている学生の割合が高いこと、自己探索や環境探索

が自分らしい進路選択に影響すること、キャリア選択への納得感が入社後の働き方にも影響するこ

となど、興味深いエビデンスの紹介もあり、就職支援の重要性を再認識する機会となった。 

 

 

■今後の課題 

第１回：「大学教育（教養教育改革）に関して」（令和 7 年 9 月 10 日開催）について 

研修では、これまでの富山大学の教養教育の歴史、今回の教養教育改革に至った経緯、新教養

教育の理念と概要、各科目群の説明などがなされ、新教養教育の基本的な枠組みと方針は理解で

きたが、教員が危惧する部分への説明はなく、教員の懸念の払拭には至らなかったように思われる。

新教養教育における各科目群内の事情や部局間でコンフリクトが生じた場合の対処方法、改革前

後での各教員の教育負担の変化・部局間の教育負担格差の変化・教育の質の変化・（必要であれ

ば）費用対効果の変化など、事前に整理すべき点や予め合意形成をしておいたほうが良いと思わ

れる点が多々あげられる。研修は新教養教育の開始を半年後に控えた時期に行われたが、その時

点でもまだ、教育に直接関わる教員に対して詳細な情報提供がなされない点に関しては、一つの課

題・問題点としてとらえざるを得ないだろう。 

 

第２回：「就職支援について」（令和 7 年 10 月 8 日開催）について 

経団連と政府の方針で、広報解禁日（３月１日）、選考解禁日（６月１日）、内定解禁日（10 月１日）

が定められているが、研修での説明では、３月や６月の時点で既に高い就職内定率が観察されて

おり、ルールの形骸化と就職活動の早期化が浮き彫りとなった。加えて学部３年生・大学院生１年目

の４月以降、随時、各企業でインターンシップやキャリアエントリーが行われており、かなり早い段階

で選考が行われている点についても説明があった。これらのことから、学部・大学院の専門科目や

ゼミナールで学びを深める前や学びを深めている時期に既に就職活動の選考時期が来ていること

が、課題・問題点として認識された。 

また、早い段階からの自己探索や環境探索が重要である一方、本学部の学部学生の場合、就職

活動のセミナーやガイダンスへの参加者が少なく、他学部と比べてリクナビへの登録者割合も少な

いという指摘があった。安易な就職は、結果的に将来のキャリア形成にもマイナスに影響する可能

性があることから、学部の就職支援において、引き続き、就職活動での自己探索や環境探索の重

要性や、これらを意識する機会の活用についての周知が求められる。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

 

部局名   理学部 

 

■令和７年度の FD 活動の実施状況 

・9 月 10 日に理学部学生生活委員会主催にて「理学部 FD 研修会」を開催した。学生支援セン

ター アクセシビリティ・コミュニケーション支援室 栗林特命准教授を講師とし、障害を有する学

生の支援について、障害学生の支援における合理的配慮や学内連携の現状等について講演を

行い、56 名が参加した。 

・10 月 8 日に理学部教務委員会主催にて「理学部 FD 研修会」を開催した。高橋学務課長を講

師とし、ヘルンシステムにおけるキャリアカルテ（レーダーチャート）機能そのものや活用方法等

について講演を行い、67 名が参加した。 

・11 月 12 日に理学部就職指導委員会主催にて「理学部 FD 研修会」を開催した。Indeed 

Japan石黒氏を講師とし、理系における最新の就職状況や学生の大学院博士後期課程進学を

取り巻く社会の状況、学部における就職支援ガイダンスの重要性等について講演を行い、55

名が参加した。 

 

 

■得られた成果とその活用 
 ・障害を有する学生への配慮における合理的配慮や本学における近年の状況、部局連携等の理

解を深める成果があり、今後の障害学生サポートに活用する。 

 ・ヘルンシステムにおけるキャリアカルテ（レーダーチャート）機能そのものや活用方法に関する理

解を深める成果があり、今後の学生面談や学生指導に活用する。 

 ・学生の就職状況や大学院進学に関する社会情勢を理解する成果があり、今後の学部における

就職指導に活用する。 

 

 

■今後の課題 

・本学部においても身体的・精神的な障害を有する学生が在籍していることから、当該学生らの支

援継続のため、今回のような FD の継続や学内連携に関する情報の継続的な取得が課題である。 

 ・ヘルンシステムにおけるキャリアカルテ（レーダーチャート）機能そのものを認識していない教員

が少なくないことから、まず本機能そのものの周知が課題である。また、教員から学生へ、本機能

活用の促進に繋がる取組みが必要と思われる。 

 ・本学部においてはおおよそ 60％が大学院へ進学しており、さらに博士後期課程へ進学している

学生も少なくない。博士後期課程大学院生の就職活動・就職状況は学部学生と比較し情報が少

ない状況であり、定期的に今回のように大学院生の就職活動に関する最新の情報を取得し、学

部内にて共有することが必要と考えるが、学部のみでは博士後期課程大学院生に係る最新の就

職情報を得ることは容易ではないことが課題である。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  医学部医学科 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

医学部医学科では、医学教育カリキュラムの改良に計画的・継続的に取り組んでいる。特に医学科

のカリキュラムや教育実践については、外部評価である JACME医学教育認証評価の指摘事項へ

の対応にとどまらない改善を行っている。 

令和 7 年度は、臨床実習における効率・効果的な指導と評価に注目して教育改善に取り組んでい

る。具体的には、医学生を対象としたアンケートを通じて指導医・診療科の教育実践を評価し、ベス

ト指導医・診療科として公表・評価を行っている。加えて、教育実践に関する医学生からの提案や意

見を指導医・診療科に広く共有することを通じた教育改善・教育評価に取り組んでいる。

miniCEX、 DOPS、 CbD などのさまざまな学生評価方法の組み合わせを通じ、医学生の学修

が深まることを目的として、これらの学生評価方法の実施回数の向上や評価の質向上に取り組ん

でいる。 

また、医学生の研究への理解向上や動機づけを目的として研究室配属での効率・効果的な学習に

ついての検討を行っている。 

上記を踏まえて、医学教育 FD 活動として、令和７年度は以下の３回のテーマで実施し、効率・効果

的な指導と学習者評価に関する FD に取り組んだ。また、研究室配属について、基礎系研究室・臨

床系研究室の特徴を踏まえた教育実践について FD も実施した。 

取り組み事例 

【第１回】 

日時：令和７年７月９日（水）17：30～18：30 

会場：対面（臨床講義室Ⅰ）・オンラインのハイブリッド開催 

テーマ：ベスト指導医の学生との関わりから効率的・効果的な臨床実習指導を考える

【第２回】 

日時：令和７年 10 月 21 日（火）17：30～19：00 

会場：対面（臨床講義室Ⅱ）・オンラインのハイブリッド開催 

テーマ：miniCEX の理論と実践

【第３回】 

日時：令和８年１月 27 日（火）17：30～18：30 

会場：対面（臨床講義室Ⅱ）・オンラインのハイブリッド開催 

テーマ：研究室配属での実践と課題の共有－基礎系・臨床系の現場から－
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■得られた成果とその活用 
 

第 1 回 FD では、ベスト指導医に選ばれた複数の指導医から医学生への指導における工夫につい

ての情報共有が行われた。そのまま活用できる教育方法への理解に加えて、それぞれ指導する環

境が異なる教員がどのように教育実践を改良するか？についての理解を深めることができた。 

 

第2回FDでは、mini-CEXという臨床の現場での医学生の診療実践を評価する手法について、

九州大学医学教育学講座菊川誠先生にご講演いただいた。九州大学医学部で広く実施されてい

る臨床実習での mini-CEX の評価の実際の共有を受けて、富山大学での mini-CEX 実施の拡

充について教員間での検討が行われ、mini-CEXの実施に関する教員の意欲を高めることができ

た。 

 

第3回FDでは、遺伝子発現制御学 准教授 甲斐田 大輔 先生と小児科学 教授 今井 千速 先

生から、基礎系・臨床系の研究室での研究室配属における研究指導の工夫や困難についてご講演

いただいた。基礎系・臨床系の研究室の特徴の違いや共通の課題について質疑を通じて議論され

た。また、講演および議論を通じて、研究室配属における評価への理解が深まった。 

 

 

■今後の課題 

 

令和 6 年度に課題とした具体的な教育実践手法についての理解促進について、医学生からのアン

ケート調査やカリキュラム変更などによって明らかになった課題に対応し、具体的で実践に直結す

る医学教育 FD を行ったことで、一定の成果を得ることができた。 

具体的な教育実践手法に関する医学教育 FD の継続が必要であるが、それに加えて、教育実践に

直結するもののやや抽象的で教育手法に大きなばらつきがあるプロフェッショナリズム教育やアン

プロフェッショナルな行動に対する教育についても今後医学教育 FD で取り入れる必要がある。 

また、医学教育 FD への参加者増は継続的な課題である。本年度は 1 年間を通じて、教育実践に

直結する内容をテーマとしており、教育の実務者にとって興味・関心を引く内容とすることで、参加

者の増加に取り組んだ。当日会場で参加ができない参加者に対して、オンラインでの配信を行い、

動画収録を行い学内からオンデマンド視聴が可能となる工夫も行っている。 

コミュニケーションの難しさから、オンライン参加者との会場との双方向のやりとりについては今以

上に活発になるような工夫が必要である。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

 

部局名   医学部看護学科 

 

■令和７年度の FD 活動の実施状況 

 

 令和 7 年度医学部看護学科 FD は、開催テーマ、日時、講師等について以下の通り実施した。 

 

1. テーマ 

「富山大学医学部看護学科の志願者確保に向けた学生募集戦略を考える 

－入試制度ならびに入試広報の今後の対応－」 

 

2. 日時・場所 

 日時：令和 7 年５月 23 日（金）16:30～18:00 

 場所：看護学科棟 11 講義室 

 

3. 講師 

富山大学 アドミッションセンター  特命教授 山田 貴光 先生 

 

4. 趣旨 

令和７年度、富山大学医学部看護学科においては、入学志願倍率および受験者数の減少

が認められた。本学科の現状に対するアドミッションセンターの見解を知ることで、今後、いか

にして有望な入学志願者を確保していくか、入試制度ならびに入試広報のあり方を検討して

いく上での示唆を得る。 

 

5. プログラム 

 挨拶および講師紹介・・・・・16:30～16:35（ 5 分） 

 講義・・・・・・・・・・・・・・・・・・16:35～17:35（60 分） 

 質疑応答・・・・・・・・・・・・・・17:35～18:00（25 分） 

 FD 実施後アンケート 

 

 医学部看護学科では、令和７年４月より看護学科広報ワーキンググループを立ち上げている。看

護学科広報ワーキンググループは、看護学科長を中心に各講座の代表教員が集い、今後の本学科

の学生募集戦略に係る対外的な広報活動について検討する場となっている。今回の FD 研修会の

学びは、ワーキンググループの活動方針を検討する上での貴重な資料として活用されている。後述

の FD 研修会開催後のアンケートにもあるが、FD 研修会の学びをもとに、看護学科では今年度よ

り対外的な学科 PR 活動の一環としてインスタグラムの立ち上げが行われた。また、オープンキャン

パスにおいても、各講座による参加高校生への学科紹介として在校生の協力を得る等、研修会の

内容を活かした広報活動を展開した。オープンキャンパス後の参加者の感想では「良かった」「とて

も良かった」との肯定回答率が 100％となり、例年より高評価を得る結果となった。 
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■得られた成果とその活用 
 FD 研修会実施後の参加者アンケートの結果を以下に示す。 

 

 対象者 ：看護学科教員 27 名 

 実施日 ：令和７年５月 23 日 

 実施方法：アンケート用紙にて回答（匿名制） 

 

1. 開催時期（５月 23 日 16：30～）について 

 

丁度良かった 12名 

まあまあ良かった 10名 

あまり良くなかった 4 名 

全く良くなかった 1 名 

 

※「あまり良くなかった」「全く良くなかった」と 

回答した者の意見・・・・・・・・・・・「16：30 だと実習が終了しない」「（実習の）記録が返せない」 

 

 

2. 開催所要時間（90 分）について 

 

 

 

 

 

 

※「あまり良くなかった」と回答した者の意見 

・・・・・・・・「60 分程度（を希望）」 

 

 

3. 今回の FD 参加前の本テーマに対する関心度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丁度良かった 20名 

まあまあ良かった 6 名 

あまり良くなかった 1 名 

全く良くなかった 0 名 

とても関心があった 15名 

まあまあ関心があった 10名 

あまり関心がなかった 2 名 

全く関心がなかった 0 名 
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4. 今回の FD 参加後の本テーマに対する関心度 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 今回の FD の内容は、本学看護学科の課題解決に役立つ内容であったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 今回の FD 講演内容から考えた自分の立場で出来ることについての意見・感想 

（記載内容より一部抜粋、要約） 

 第１に選ばれる大学になるよう努力しなければならないと思った。特色を出していくことが大切

であり、それを上手く PR していくことが必要であると考えた。 

 在校生の高校訪問を積極的に取り入れられるような機会を設けていければ良いと考えた。在

校生が本学で良かったと思えるよう、授業や実習で親身に関わっていく。 

 現代は SNS 社会のため、最低限 HP の更新は必要ではないか。 

 看護学科の特色をもっと配信した方がよいと考える。 

 富山大学看護学科で行っている教育・研究の実際に対して、県内の入試選択に関係する人々

が触れる機会を増やす。 

 本学看護学科の入学志願倍率や受験者の増加のための方策として、入学定員の減員や科目

負担の減を考えていた。しかし、全国規模で「看護」の志望者が減少していること、今回の FD

でお伺いできた詳細なデータをお聞きして、前述した内容は適切ではないと痛感した。 

 以前から、在学生の声が高校生、保護者に大きく響くことを実感していたので、今後もそれを

意識して対応していきたい。また、魅力的な学生を見つけたら、ぜひ在学生取材に推薦させて

いただきたい。 

 オープンキャンパスで講座ごとに紹介すること自体は良いが、何をすれば高校生に響くのかが

おそらく教員達も分からない。今日の講師のような方をコンサルとしてお願いし、最初から内

容を考え直すことをやってみたい。 

 学科としてになるが、在学生に広報委員をお願いし、教員と学生がチームを作って内容を考え

るのが良いと思う。 

とても関心がある 18名 

まあまあ関心がある 9 名 

あまり関心がない 0 名 

全く関心がない 0 名 

とても役立ちそう 17名 

まあまあ役立ちそう 10名 

あまり役立ちそうにない 0 名 

全く役立ちそうにない 0 名 
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 近い県外の高校にも訪問に行った方が良いのではないかと思った。 

 各高校、特に教員（担任）へのアプローチの重要性について理解できた。どのようにアプローチ

したらよいかを考えるところから始めたい。 

 オープンキャンパスで大学の授業はこういう感じとただ説明するよりも、学生に協力してもらう

ことで魅力を伝えられるのではないかと思った。受験校決定の情報源に富山大学への来学

（見学）が多数であったので、その機会を大切にする必要があると納得した。 

 高校生・保護者目線での広報や open campus を開催し、少ない看護学科教員が疲弊せず

効率良く実施していくことを再考したい。 

 全国の入試情報を入手し、毎年戦略を考えていきたい。 

 オープンキャンパスに来られた学生さんや保護者の方に、在校生を見てもらえる、話をできる

場を前面に出せるようなオープンキャンパスを企画したいと思った。 

 在校生さんの活躍を見てもらうことが、来られた学生さんが富大をイメージできることにつなが

るのかなと思った。 

 オープンキャンパスを行う上でのモチベーションが上がった。ぜひ、在校生の協力を得た形で

の講義・演習等のプログラムを工夫してみたい。 

 看護師免許を得た後の進路、キャリアとして、卒業生の様子の紹介、卒業生の協力も得ていけ

たらと思った。 

 

 

7. 今後の FD 内容についての意見・希望 

 定期的に今回のような情報を提供してもらえるとありがたい 

 今回の内容の時期はとてもよかった 

 コア・カリキュラムについて 

 JABNE 受審に向けた内容 

 教育的配慮の必要な学生への教育方法について 

 教員が抱える課題、メンタルヘルス、体調管理、業務量の適正化など 

 

 

 

■今後の課題 

 今回の FD 研修会を通して、全国的な入試志願状況を知ることができ、これに応じた志願者確保

に向けた看護学科全体、および教員個々の活動のあり方について示唆を得ることができた。今年度

は、研修会で得られた学びを医学部看護学科広報ワーキンググループの活動とリンクさせて展開

することも出来たが、医学部看護学科の志願者確保は、依然として本学科の最重要課題の一つで

ある。今後も、入学志願者に関する情報共有と学生募集戦略の検討については、継続的に実施さ

れていくことが必要であると考えられる。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  薬学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

令和７年度の薬学部・大学院薬学系部会 FD は、学部の課題として「研究室配属の方法」につい

て、および「学生面談の方法」について議論した。また、大学院の課題として、「研究時間確保のため

にできる業務」について、および「総合型選抜の学生を博士課程に進学させるための方策」について

議論した。 

また、令和７年度の富山大学薬学部カリキュラム検討部会では、４つのアンケート項目、「集中しや

すい授業・わかりやすい授業」、「国際的な視点や感覚を身に着けるための英語教育についての意

見や要望」、「在学中の短期海外留学についての意見や要望」、「その他、薬学部のカリキュラムにつ

いての意見や要望」を学部生に実施し、部会で代表学生と代表教員の間、代表教員間でアンケート

結果について議論した。 

■得られた成果とその活用

FD 学部関連 

⚫ 研究室配属の方法

最近変更された研究室配属方法（成績順による希望配属）について、教員間で意見交換を行い、

現行制度の評価と改善点を整理した。従来の学生間調整方式では、希望の調整に時間を要し、学

生間でのトラブルが発生することが多く、負担が大きいという課題があった。これに対し、成績順に

よる現在の配属制度は公平性が高く、一定の基準に基づいて自動的に決定されるため、概ね妥当

な方法であると評価された。 

FD を通じて、現行制度の意義や運用方法について教員間で理解が深まり、改善に向けた具体的

な提案も得られた。特に、研究室紹介動画や訪問機会の充実、成績順で研究室が決まることをガイ

ダンス等での複数回周知すること、研究室配属に関わる具体的な内容や方法など、学生の納得感

を高めるための丁寧な説明と情報提供の重要性が確認された。 

⚫ 学生面談の方法

学部生全員を対象に年2回実施している学生面談の現状と課題について検討した。面談は、学生

の心理的危機や学業継続を脅かす問題を早期に発見し、適切な支援につなげる重要な機会であ

り、コロナ禍以降その必要性は一層高まっている。今回のFDでは、面談の目的や役割を再確認し、

現行体制の改善に向けた具体的な提案が得られた。 

FD を通じて、学生面談の目的を「問題の早期発見」「全学生への支援」「継続的モニタリング」とし

て明確化し、教員間で共通理解を形成できたことは大きな成果である。また、面談後の対応フロー

や情報共有体制の必要性が整理され、ヘルンシステムや Moodle を活用した履歴管理・連絡手段

の改善案が具体化した。さらに、学生への相談窓口周知や、指導教員以外の第三者面談体制の整

備など、支援の質向上に向けた方向性が明確になった。 
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FD 大学院関連 

⚫ 研究時間確保のためにできる業務

薬学部教員の業務負担に関する現状を共有し、研究時間確保の重要性を再認識した。特に、教

育・会議・集会などの業務の中で、真に必要なものとそうでないものを整理し、業務のスリム化を図

るべきという共通認識が得られた。また、事前アンケートを通じて、教員間で業務負担の偏りや非効

率な体制が明確化され、改善に向けた方向性が示された。 

⚫ 総合型選抜の学生を博士課程に進学させるための方策

総合型選抜（研究者養成枠）で入学した薬学研究コース学生のモチベーション維持に関する現状

と課題を共有し、具体的な支援策の方向性を整理できた。特に、学会活動や研究発表の場に早期

に触れさせること、研究室訪問や先輩との交流機会を増やすことが、進学意欲や研究への関心を

高める有効な方策として確認された。また、研究活動開始後に生じる適性への不安に対応するため、

教員による継続的な面談やキャリア相談の重要性が再認識された。 

学部カリキュラム検討部会 

⚫ 集中しやすい授業・わかりやすい授業

授業改善に向けた学生意見収集の現状を確認し、アンケートの回答率向上策や学生参加の柔軟

化など、改善の方向性を整理できた。また、授業出席回数や進級要件に関する現状を踏まえ、学生

の意欲向上と就職への影響を考慮した指導方針の重要性が再認識された。 

⚫ 国際的な視点や感覚を身に着けるための英語教育についての意見や要望

薬学部における英語教育の現状と学生のニーズを整理し、重要な方向性を確認できた。現状の授

業科目数を増やすことは困難である一方、既存科目の内容改善や学科別の特性に応じた授業設

計の必要性が明確になった。また、学生アンケートから「実践的な英語力」「スピーキング機会」「国

際交流の充実」への強い要望が把握され、TOEIC対策と並行して薬学専門性を活かした英語教

育を構築する必要性が共有された。 

⚫ 在学中の短期海外留学についての意見や要望

薬学部における短期海外留学の現状と学生ニーズを整理し、留学への関心は高いものの、試験・

実習との日程調整や費用負担が大きな障壁となっていることが明確になった。また、医療系・薬学

系に特化したプログラムや、創薬科学科向けに国際的な留学先（米国、欧州など）を希望する声が

確認された。さらに、説明会や情報提供の不足が留学参加意欲を低下させている現状も把握でき

た。 

⚫ その他、薬学部のカリキュラムについての意見や要望

学生アンケートを通じて、薬学部カリキュラムに関する幅広い意見を収集し、現状の問題点を整理

できた。特に、試験・休暇のスケジュール調整、2 年次の過密な授業・実習負担、研究室配属の早期

化に対する疑問、実務実習と就職活動の両立、卒業研究と国家試験の並行負担など、学生が直面

する不満や悩みの内容が明らかになった。 
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■今後の課題

FD 学部関連 

⚫ 研究室配属の方法

今後の課題として、配属基準や成績評価方法の説明不足、途中経過の不透明さが学生の不安や

不満につながっていることが明らかになった。また、希望と異なる配属による研究意欲低下を防ぐた

め、面接導入や希望重視の調整など柔軟な仕組みの検討が必要かもしれない。さらに、研究室ごと

のコアタイムの差異への対応、特別事情（アレルギー等）への配慮など、制度運用面での改善も求

められている。 

総じて、現行制度は公平性の観点から一定の評価を得ているものの、配属方法の具体的な方法

や内容についての丁寧な説明により、その運用の透明性を高めることが、学生の納得感と研究意

欲の維持に不可欠と思われる。今後の課題として、成績偏重による弊害を防ぎ、博士課程希望者の

優先配属など、成績以外の要素も考慮した柔軟な制度設計を検討する必要があるかもしれない。 

⚫ 学生面談の方法

課題として、教員がどこまで対応すべきかという目的・対応範囲の不明確さ、問題発見後の対応フ

ローの未整備、専門部署との情報共有不足が挙げられた。また、問題学生ほど連絡が取りづらく、

日程調整や欠席対応に教員の負担が集中している現状も改善が必要である。さらに、学生側の相

談窓口認知不足や、指導教員が原因となる場合の対応体制の不備も課題である。これらを解決す

るためには、面談の目的と対応限界を明文化した指針の策定、日程調整の統一ルール化、情報共

有の標準化、そして教員が対応に迷った際の相談体制の整備が求められる。 

FD 大学院関連 

⚫ 研究時間確保のためにできる業務

課題として、業務削減の具体的な基準や優先順位の設定が不十分であること、会議や委員会の

開催頻度・運営方法の見直しが必要であることが挙げられた。また、教育負担の公平性確保や、研

究時間を圧迫する雑務の削減に向けた制度的な仕組みづくりも求められる。さらに、ICT の活用に

よる情報共有・意思決定の効率化、業務分担の透明化など、全学的な取り組みが不可欠である。 

⚫ 総合型選抜の学生を博士課程に進学させるための方策

課題として、研究活動開始後にモチベーションが低下する学生への体系的なフォロー体制が不十

分であることが明らかになった。また、学会参加や外部交流の機会が限られており、早期からの研

究者ネットワーク形成が難しい現状がある。さらに、研究適性に悩む学生への心理的サポートや、

進学・キャリア選択に関する情報提供の不足も課題である。これらを解決するためには、学内外の

連携強化、メンタリング制度の充実、学会参加支援の制度化など、包括的な仕組みづくりが求めら

れる。 
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学部カリキュラム検討部会 

⚫ 集中しやすい授業・わかりやすい授業

課題として、アンケート回答率の低さによる意見収集の不十分さ、学生参加の継続性確保、オンラ

イン開催など運営方法の検討が挙げられた。また、授業出席要件の厳格化と学生への危機感醸成

も必要と思われる。特に、不適切な就学態度を取ることが就職へ悪影響することを学生に理解させ

るための学生側への情報提供の重要性が提案された。 

⚫ 国際的な視点や感覚を身に着けるための英語教育についての意見や要望

課題として、薬学科学生の英語学習意欲の低さ、学年が上がるにつれて学習機会が減少する現

状、授業間の内容の統一性不足が挙げられる。さらに、スピーキングやネイティブとの交流機会の

不足、留学支援の金銭的ハードル、TOEIC 試験の実施時期や費用負担への不満も明らかになっ

た。今後は、学科別に適した英語教育の体系化、低学年からの継続的な学習機会の確保、国際交

流や留学支援の強化、教員自身の英語力向上支援など、包括的な取り組みが求められる。 

⚫ 在学中の短期海外留学についての意見や要望

課題として、試験期間と留学時期の重複による参加困難、補講や単位取得の柔軟な対応不足、費

用負担の大きさ、留学情報の周知不足が挙げられる。また、薬学部の過密なカリキュラムが留学機

会を制限していることが明らかになった。さらに、創薬科学科や薬学科の特性に応じたプログラム

の整備、奨学金や補助制度の充実、留学説明会の定期開催など、引き続き包括的な取り組みが求

められる。 

⚫ その他、薬学部のカリキュラムについての意見や要望

カリキュラム検討部会の議論を通じて、薬学部カリキュラムに関するいくつかの重要な課題が明ら

かになった。まず、授業や実習の過密化が大きな問題として挙げられる。特に2年次は授業・実習が

集中しすぎており、学生が十分に理解しながら学ぶ余裕がない状況である。また、試験日程や休暇

の設定についても不満があり、試験時期が分散していることへの改善要望が出ている。 

次に、研究室配属の時期と運用方法に関する課題がある。配属の早期化のメリットが学生に十分

に伝わっておらず、学科間で配属時期や取り扱いに差異があることが混乱を招いている。さらに、

実験や研究活動が本格化するのは後年次である場合があり、創薬科学科の早期配属の意味が不

明確との指摘もあった。 

また、実務実習と就職活動の両立に関して意見があった。5年次の実務実習が企業の採用活動と

重なる場合、学生の就職活動に影響を与える可能性があるため、説明会等で実習が就職活動に及

ぼす影響を学生に説明し、安心して就職活動を行うことができることを理解させる必要がある。 

さらに、卒業研究と国家試験準備の両立に関しても意見があった。卒業研究の終了・発表時期が

遅く、国家試験勉強との並行が困難であるとの声が寄せられた。国立大学の中では卒業研究終了

日は比較的早い方であるが、学生に卒業研究の重要性と計画的な学習計画の立案を説明し、納得

させる必要がある。 

このように、今年度の検討部会では、学習負担、授業スケジュール、研究室配属、就職活動、国家

試験などに関する学生の不満が浮き彫りになった。薬学部の体系的なカリキュラム構成を学生に説

明し、理解を促し、継続的かつ計画的な学習を行うことの重要性を周知することが肝要である。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  工学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

学部３年生の投票により選出された令和６年度ザ・ティーチャーの教員から、魅力的な授業を実施

するためにどのような工夫を行っているかを講演いただき、今後の授業実施に向けた改善・向上に

役立てるために研修会を開催した。 

また、次年度シラバス作成依頼時に、昨年度全学で開催された「シラバス作成 FD」及び今年度

第２回全学 FD として開催された「授業設計ワークショップ」動画を学務課から提供いただき、工学

部授業担当教員に視聴できるよう共有し、シラバス作成時の留意点等について啓発活動を行った。

教授会において、とくに新任教員は上記 FD を視聴するよう周知した。 

■得られた成果とその活用

ザ・ティーチャーに選出された５名の教員による事例紹介を行い、授業の実施に際して心がけて

いること、工夫していることについて情報共有を行った。 

以下は、講師から紹介された取り組み事例である。 

・重要な箇所は繰り返し伝え、授業の冒頭に前回の復習をしてから進める。授業中に Moodle を

利用した小テストや、学生同士で答え合わせをするなどのアクティブラーニングを行っている。

Moodle の質問 BOX 機能を使って質疑応答を行っている。

・学生が理解できたかを確認し、質問に基づいて講義資料を改訂している。学生の理解度に応じ

て、その場で練習問題を作って解く時間を与えるなどの対応を取っている。練習問題を解く際

は学生同士で話し合うことを推奨している。

・学生が修得するまでのプロセスや授業の要点を伝えることで意識付けをし、実際に演習問題を

解き、期末試験で演習問題を応用させることで、問題解決の成功体験ができるよう工夫してい

る。

・テストを返却、解説している。板書をせず、穴埋め式の資料を提供している。毎回の授業で質問

時間を設け、その内容を講義に反映している。演習は、学生同士がディスカッションしながら問

題を解く時間としている。授業評価アンケートを基に講義資料を毎年アップデートしている。

・タブレットでスライドに書きこみを行い、穴あき資料を提供している。例題を解く際は、学生同士

で話し合いをする時間を設けている。オンデマンドで例題の解説をおこなっている。講義内容を

文章化させる課題を出し、自分で調べて発表させることにより、理解が深まるよう工夫している。

いずれの事例も、授業評価アンケートや授業での質問等により学生の要望を分析し、それに対応

するよう講義資料や授業の進め方について改善を行っている。また、授業中に学生同士で問題を

解くグループワーク等のアクティブラーニングを積極的に行っているほか、授業資料の提供や演習

問題の解説等についてはMoodleを活用するなど、学生が主体的に問題に取り組むための工夫を

行っている。 

こうした取り組みについて具体例を示しながら紹介したことで、多くの教員が自身の授業の今後
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の改善のために役立つヒントを得ることができた。 

■今後の課題

ザ・ティーチャーによる事例紹介は参加教員からも好評であることから今後も継続して実施して

いきたい。それ以外にも、教員からのニーズに対応する FD 研修会の実施について検討していく。 

8686



令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  芸術文化学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

今年度は、具体的に解決しなければならないことについて FD 研修を行った。具体的とは、大学

院の進学率を上げるために教員の意識改革とハラスメント防止するための気づきである。 

・令和７年度芸術文化学部第１回 FD 研修会

「大学院進学と就職」

・令和７年度芸術文化学部第 2 回 FD 研修会

「富山大学芸術文化学系教員向けハラスメント防止研修－創造の場を安全にするために－」

また、令和６年度芸術文化学部卒業生を対象に、卒業研究・制作の論文等の提出時に、調査用

紙の配布・記入を提出窓口(学務担当事務室)で行ったアンケートから、卒業研究・制作において、

プレゼン能力や語学力を上げる仕組みを取り入れる考察を行った。 

■得られた成果とその活用

FD 研修は、即効性があるものではなかったが具体例を多く示すことにより教員の意識が変わっ

ていくと思われる。 

■今後の課題

FD 研修で意識改革をしなければならない教員が、欠席した場合の対応方法を検討しなければ

ならない。 
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令和７年度ＦＤ活動報告 

部局名  都市デザイン学部 

■令和７年度の FD 活動の実施状況

・学生生活に関する FD 研修会を実施した（令和７年９月 17 日（水））。八島不二彦 学生支援課

学生生活相談員を研修会講師に迎え、「学生のメンタルヘルスについて」と題して講演いただいた。

・夏季に学部１・３年次生を対象に行った PROG テストについて、分析結果をもとに教員向け解説

会を実施した（令和７年 12 月 17 日（水））。

・学部４年次生、修士２年次生、教職員を対象とした JABEE の活用と技術士制度説明会を実施し

た（令和８年１月 28 日（水））。

・令和６年度に実施した「卒業時調査（当時学部４年次対象）」及び令和７年度に行った「学生満足

度アンケート（学部２～４年次対象）」の分析を行い、英語教育の更なる改善に向けて検討を継続

するとともに、大学での教育内容について、ガイダンスの機会などを利用して丁寧に説明する取り

組みを行うこととした。次年度以降もアンケート結果の分析を続けていく。

■得られた成果とその活用

・教員が学生の視点で教育や指導方法を見直すことができ、PDCA サイクルを上手に活用できる

仕組みを構築できた。

・技術士制度への理解を深め、学生指導の一助とすることができた。

・学生のメンタルヘルス不調やこころの病気についての理解を深めるとともに、学生指導やコミュニ

ケーションを行う際に留意すべき点を整理する機会となった。

■今後の課題

・学生の不調を発見し、サポートするためには、教員個人での対応のみでは難しく、学生支援課や

保護者と協力しながら進める必要があるため、教員、学生支援課、そして保護者との連携体制を

いかに構築するかが課題である。

・カリキュラム改善に対しての PDCA サイクルについて、学生と教員、卒業生や卒業生の就職先等

との連携をより強固にしていく必要がある。
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令和７年度ＦＤ活動報告 

 

部局名   教養教育院 

 

■令和７年度の FD 活動の実施状況 

教養教育のさらなる充実と教育の質の向上を図るため、以下の取り組みを実施した。 

（１） 教養教育院FD研修会の実施（3回）  

（２） 「チーム・ティーチング」に関する学生アンケートの実施 

（３） 教育改善プロジェクトの推進と報告会の実施  

（４） 昨年度の授業評価アンケート結果に関する分析 

（５） 授業評価アンケートの実施とその結果に対する各授業担当教員からのフィードバック改

善報告の依頼  

 

上記のFD研修会・教育改善・教育評価に関する実施状況について、それぞれ以下に示す。  

 

（１） 教養教育院FD研修会の実施（3回）  

 本年度は、令和8年度からの新教養教育の実施を見据え、学生主体の学びを実現するための授

業改善（アクティブラーニングの推進、グループワークの設計・運営、ファシリテーション技術の習得、

チーム・ティーチング体制の強化、教育アプリ等デジタル技術の活用）を共通の柱として、全3回の

FD研修会を開催した。第1回は「教育アプリ×DXで変わるこれからの大学教育」（令和7年9月1日

開催）、第2回は「令和8年度新教養教育に向けた教育改革とグループワークを取り入れた授業デ

ザイン」（令和7年11月14日開催）、第3回は「グループワーク・ファシリテーション実践型ワークショ

ップ〜“教える”から“共に学ぶ”へ〜」（令和7年12月4-5日開催）である。現在、これらの研修会の

発表資料（パワーポイント・配布資料等）を含む詳細な報告書を作成中であり、公開予定である。こ

れら3回のFDの概要を以下に示す。 

 

・第1回 教養教育院FD 

第1回FD研修会は、ワークショップ形式で開催し、教育アプリとDXを活用した大学教育の在り方に

ついて学んだ。講師は岩居弘樹先生（大阪大学D3センター 教授）に務めていただいた。社会の急

速なデジタル化を背景に、教育アプリを活用した学習支援の可能性や、学習者中心の教育への転

換について、具体的な事例を交えてご講演いただいた。当日はPadlet等の教育アプリを実際に操

作しながら、動画提出・即時アンケート等の機能を体験し、授業改善にどのように活用できるかにつ

いて参加者同士で意見交換を行った。また、海外大学との交流実践やホワイトボード型アプリの活

用事例も紹介され、教育アプリの導入が単なる効率化にとどまらず、学生の主体的学修を促進し、

教育の質を高めるDXの取り組みとなり得ることを理解した。実践的な体験を通して、デジタル技術

が学習プロセスそのものを変革し得る可能性について共有し、今後の授業改善に資する有益な知

見を得ることができた。 

開催日時：令和7年9月1日（月） 

参加人数：20名 

（内訳 参加者：教員20名、職員0名） 
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・第2回 教養教育院FD

第2回FD研究会は、対面とMicrosoft Teams を併用したハイブリット形式で開催し、令和8年

度から実施される新教養教育の理念および運営体制、学生を主体的な学びへと導くグループワー

クの実践について学んだ。第1部では杉森保先生（教養教育院 副院長）より新教養教育の全体像

と科目チームを軸とした運営の仕組みについて、彦坂泰正先生（教養教育院 教授）よりシラバス作

成の基本方針について説明があり、次年度の授業運営に向けた共通理解を深めた。第2部では安

江健一先生（都市デザイン学部 准教授）よりグループワークの設計・進行上の要点が整理され、大

西宏治先生（人文学部 教授）より具体的な授業実践に基づく活動の工夫や成果物へつなげる方法

について報告があった。理念と実践の両面からの知見が共有され、アクティブラーニングの実施に

向けた具体的なイメージを得る機会となった。本FDでは、複数の部局から教職員が参加し、次年度

の授業運営を想定した質疑応答や意見交換が活発に行われ、新教養教育の実施に向けた準備を

進めるうえで有益な機会となった。 

開催日時：令和7年11月14日（金） 

参加人数：61名 

（内訳 当日参加者（会場・オンライン）：教員33名、職員1名 ／ オンデマンド参加：教員27名、

職員0名） 

・第3回 教養教育院FD

第3回FD研修会は、対面形式で2日間にわたり開催し、新教養教育の全学必修科目「導入学修A」

の実施を見据え、グループワークを支えるファシリテーションの在り方について学んだ。講師は、日

本ファシリテーション協会の浦山絵里氏、尾上昌毅氏に務めていただき、「教える」から「共に学ぶ」

への転換をテーマに、体験型ワークショップを通して授業の運営に関する具体的方法を共有した。1

日目はオリエンテーションや関係づくり、心理的安全性の確保、問いの立て方、意見の可視化等、

授業冒頭の場づくりに必要な基本的技術を学んだ。2日目は「導入学修A」の第2回の内容を題材

とした模擬授業を行い、教員役と学生役に分かれて対話を促す関わり方や振り返りの方法を実践

的に確認した。理論と実践を往還する研修を通して、教員が学習活動をサポートする「支える人」と

して機能するための具体的イメージを得る機会となり、「導入学修A」をはじめとする学生主体の授

業運営に資する有益な知見が共有された。 

開催日時：令和7年12月4日（木）/ 5日（金） 

参加人数：22名 

（内訳 当日参加者：教員22名、職員0名） 

（２）「チーム・ティーチング」に関する学生アンケートの実施

第3回教養教育院FDにおいて、グループワークを支えるファシリテーション技術およびチーム・テ

ィーチングの在り方について学んだことを踏まえ、令和7年度・後学期科目「アカデミック・デザイン」

において複数教員によるチーム・ティーチングを試行的に実施した。本科目は、次年度開講の「導入

学修A」の内容を先行的に取り入れた科目として実施しており、授業運営方法の検証も視野に入れ

いている。実施後に、学生を対象としたアンケートを行い、「心理的安全性・場づくりの効果測定」

「役割分担・チーム機能の効果測定」「複数教員体制授業に関する感想」について意見を収集した。 
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（３）教育改善プロジェクトの推進と報告会の実施

教養教育院の個人またはグループでの教育改善活動を推進するため、「教育改善プロジェクト」

制度を設けている。実施者は「教育改善プロジェクト」を教育改善推進委員会に申請・登録し、教育

改善推進委員会はその遂行を把握・後援することとしている。本年度は13件の教育改善プロジェク

トが進行している。それらの教育改善プロジェクトの活動の進捗状況について、報告書の提出と活

動報告会の開催を課しており、報告書の締め切りは3月6日とし、報告会を3月11日に開催する予

定である。  

（４）昨年度の授業評価アンケート結果に関する分析

教養教育院教育改善推進委員会において、昨年度実施した授業評価アンケートの結果と、それ

に対する授業担当教員からのフィードバックの内容についての調査・分析を行った。本分析は教養

教育科目の9つの系ごとに実施し、各系の特色や傾向について行った。その調査・分析結果につい

て、今後の教育活動の改善に資するとともに報告書として公開している。 

（５）授業評価アンケートの実施とその結果に対する各授業担当教員からのフィードバック改善

報告の依頼

前学期および後学期それぞれの学期末に、教養教育科目に関する学生の授業評価アンケートを

実施した。加えて、昨年度後学期および今年度前学期の授業評価アンケートの集計結果を授業担

当教員に示し、そのアンケート結果を踏まえた自己分析や教育改善への取り組みについての報告

を求めた。また、学生の自由記述に対するフィードバックの提供も依頼した。 

■得られた成果とその活用

（１）教養教育院FD研修会（3回実施）

本年度の教養教育院FD研修会の開催を通じて、教育アプリ等のデジタル技術の活用、新教養

教育の理念と運営体制、ならびにグループワークを中心とした授業設計とファシリテーションの実践

について理解を深めることができ、令和8年度から開始する新教養教育の準備にとって重要な示唆

を得る機会となった。また、各回FDでの質疑応答や研修後の意見交換を通じて、授業運営の具体

的な方法や想定される課題について、教員間で話し合い、共有することができた。 

 第1回FD研修会（「教育アプリ×DXで変わるこれからの大学教育」）では、教育アプリを実際に体

験しながら活用方法を学んだことで、授業中の学生参加を促す具体的な手段がイメージすることが

でき、学習状況の把握やフィードバックに有効であるということを体験することができた。また、デジ

タル技術が学修支援の高度化に資する可能性についても共有することができた。

第2回FD研修会（「令和8年度新教養教育に向けた教育改革とグループワークを取り入れた授業

デザイン」）では、新教養教育の理念・シラバス方針・科目チーム運営に関する共通理解が進み、授

業の共通部分と各教員の裁量部分の整理についてもより明確になった。また、より進んだグループ

ワークの実践例を具体的に共有いただいたことで、学修目標に応じた課題設計、学習プロセスの支

援（声かけ・問いの立て方・役割設計等）、成果物の評価・振り返りの方法等、実践に直結する視点

が深まり、各担当教員が自らの授業に関する具体的な改善イメージを持つことができた。 
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 第3回FD研修会（「グループワーク・ファシリテーション実践型ワークショップ〜“教える”から“共

に学ぶ”へ〜」）では、体験型ワークショップを通してファシリテーション技術を実践的に学んだこと

で、学生の対話を引き出す具体的な関わり方を理解することができ、教員の役割を“支える人”とし

て捉え直す契機となった。また、グループワークを軸とした授業運営について、具体的に思い描ける

ようになったことも大きな成果である。 

 以上のように、今年度の全3回のFD研修会を通じて、デジタル活用・制度理解・授業実践の3つ

の側面から新教養教育を支える知見を共有することができた。今回得られた成果をもとに、授業実

施後の振り返りや事例共有を継続的に行い、教育の質向上へと繋げていきたい。 

（２）「チーム・ティーチング」に関する学生アンケートの実施

 本アンケートにより、複数教員によるチーム・ティーチングが学生の対話参加のしやすさや安心感

の形成に寄与することが確認された。また、教員間の役割分担の明確化や進行の一貫性が学修の

理解度に影響することも分かった。これにより、チーム内での担当範囲の整理、介入のタイミングの

調整、説明方法の統一など、授業運営上の具体的な改善点を把握することができた。得られた知見

は、授業設計および教員の関わり方の見直しに反映するとともに、次年度開講予定の「導入学修A」

におけるチーム運営方針や進行モデルの作成に活用する。 

（３）教育改善プロジェクトの推進と報告会の実施

教養教育院の教員個人や教員グループによる教育改善活動の推進により、13 件のプロジェクト

の実施を促した。教養教育推進のための教員グループの活動体制の強化が図られた。3 月実施予

定の報告会では、各プロジェクトの取組内容・成果（見込み）・課題を教員間で共有し、今後の改善

方針や次年度に向けた展開について意見交換を行うことで、教養教育推進のための教員グループ

の活動体制をさらに強化することを目指す。 

（４）昨年度の授業評価アンケート結果に関する分析

9つの各系（「人文科学系」「社会科学系」「自然科学系」「理系教育基盤系」「医療・健康科学系」

「総合科目系」「外国語系」「保健体育系」「情報処理系」）における「総合満足度」の結果は、昨年度

と比較して多くの系で上昇しており、低下している系についても下がり幅はわずかであった。また、

すべての系で5点満点中4点を超える総合満足度が得られており、全体を通して学生の肯定的な

評価を得られたことは大きな成果であると考えられる。しかし一方で、アンケート回収率の低さは依

然として課題である。今後は、より多くの学生にアンケートに参加してもらえる仕組みや、フィードバ

ックを循環させる仕組みの整備が急務である。加えて、アンケート分析の高度化や、自由記述回答

のテキスト分析等も視野に入れ、より授業改善につなげていくための工夫が必要であると考える。

加えて、教育の多様化に対応できる設問の改善や、学生が回答しやすい環境づくりについても継

続的に検討していきたい。 

（５）授業評価アンケートの実施とその結果に対する各授業担当教員からのフィードバック改善

報告の依頼

学生による授業評価アンケートを実施し、その結果に基づいて各授業担当教員からフィードバッ

クを求めることで、授業の自己分析と改善に向けた機会を提供した。これにより、教員は自身の授
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業の強みや課題を把握し、より効果的な授業設計や指導方法の向上に取り組むことができる。また、

収集したアンケート結果と教員のフィードバックを詳細に調査・分析することで、授業の質向上につ

ながる要因を明らかにし、今後の教養教育の改善や FD 活動の充実に活用していく。 

 さらに、個別授業の改善にとどまることなく、共通分野・科目群ごとの傾向を可視化し、関係する教

員チームでの改善活動も実施することを目指していきたい。 

■今後の課題

● 今回のFDを通して、教育アプリやデジタル技術の活用については有効性が確認された一方、教員

間での活用経験やスキルの差が見られ、継続的な情報共有や相互支援の仕組みを整えていく必要

がある。また、授業改善の成果を可視化し、蓄積していく体制づくりも課題である。

● 令和8年度からの「導入学修A」におけるグループワーク中心の授業運営においては、ファシリテー

ション技術の習得だけでなく、複数教員によるチーム・ティーチングの役割分担や連携方法の具体化

が求められる。特に、授業での進行の管理方法や学習評価の方法について、さらなる検討の継続が

求められる。 

● 今年度の教養教育院FDで得られた知見を単発の研修にとどめず、授業実践後の振り返りや事例

共有の機会を設けるなど、継続的な改善活動を循環させる仕組みを構築することも重要な課題であ

る。
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令和６年度ＤＰ達成度調査・卒業時調査回答状況調

■ＤＰ達成度調査

学部名 学科名 学年 学生数 回答数 回答率 R5年度回答率

人文学部 人文学科 1 186 54 29.0% 37.6%

2 189 29 15.3% 12.9%

3 186 8 4.3% 3.8%

小計 561 91 16.2% 18.2%

教育学部 共同教員養成課程 1 88 25 28.4% 55.8%

2 85 5 5.9% 31.9%

3 89 5 5.6% 56.3%

小計 262 35 13.4% 39.5%

経済学部 経済経営学科 1 338 85 25.1% 19.6%

経済学科 2 140 16 11.4% 8.9%

3 152 6 3.9% 1.5%

経営学科 2 119 12 10.1% 20.0%

3 118 9 7.6% 10.5%

経営法学科 2 104 6 5.8% 17.3%

3 103 6 5.8% 4.9%

小計 1,074 140 13.0% 9.9%

理学部 理学科 1 214 61 28.5% 14.0%

数学科 2 40 0 0.0% 8.5%

3 55 2 3.6% 1.8%

物理学科 2 41 3 7.3% 13.6%

3 51 1 2.0% 2.0%

化学科 2 38 0 0.0% 5.3%

3 45 2 4.4% 11.4%

生物学科 2 35 3 8.6% 27.8%

3 44 3 6.8% 10.8%

自然環境科学科 2 34 1 2.9% 14.3%

3 35 2 5.7% 5.7%

生物圏環境科学科 3 8 0 0.0% 5.4%

小計 640 78 12.2% 8.4%

医学部 医学科 1 108 85 78.7% 34.8%

2 113 75 66.4% 52.5%

3 116 69 59.5% 38.0%

4 103 2 1.9% 9.4%

5 105 0 0.0% 4.5%

看護学科 1 81 74 91.4% 95.1%

2 80 71 88.8% 93.8%

3 80 52 65.0% 43.2%

小計 全学科 786 428 54.5% 43.4%

薬学部 薬学科 1 72 67 93.1% 90.3%

2 71 63 88.7% 89.0%

3 71 59 83.1% 53.4%

4 61 5 8.2% 54.0%

5 49 40 81.6% 81.0%

創薬科学科 1 41 38 92.7% 89.5%

2 38 32 84.2% 78.6%

3 41 31 75.6% 52.2%

小計 444 335 75.5% 74.7%
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学部名 学科名 学年 学生数 回答数 回答率 R5年度回答率

工学部 工学科 1 403 63 15.6% 26.1%

2 406 28 6.9% 15.3%

3 421 45 10.7% 13.9%

小計 1,230 136 11.1% 18.2%

芸術文化学部 芸術文化学科 1 114 80 70.2% 69.3%

2 113 59 52.2% 44.6%

3 107 34 31.8% 45.0%

小計 芸術文化学科 334 173 51.8% 53.1%

都市デザイン学部 地球システム科学科 1 41 34 82.9% 39.0%

2 41 33 80.5% 25.0%

3 56 6 10.7% 15.6%

都市・交通デザイン学科 1 56 35 62.5% 22.2%

2 53 40 75.5% 21.4%

3 68 33 48.5% 10.0%

材料デザイン工学科 1 71 18 25.4% 19.2%

2 74 8 10.8% 11.9%

3 63 2 3.2% 7.5%

小計 523 209 40.0% 18.1%

合計 ― 5,854 1,625 27.8% 26.6%

文系　　 ― 2,231 439 19.7% 22.6%

理系　　 ― 3,623 1,186 32.7% 29.1%

■卒業時調査

学部名 学科名 学年 学生数 回答数 回答率 R5年度回答率

人文学部 ― 4 174 136 78.2% 98.3%

人間発達科学部 ― 4 170 158 92.9% 78.1%

経済学部 ― 4 334 321 96.1% 97.0%

理学部 ― 4 159 130 81.8% 56.4%

医学部 ― 4+6 187 139 74.3% 79.9%

薬学部 ― 4+6 109 106 97.2% 100.0%

工学部 ― 4 355 322 90.7% 82.0%

芸術文化学部 ― 4 104 100 96.2% 100.0%

都市デザイン学部 ― 4 131 124 94.7% 95.0%

合計 ― 1,723 1,536 89.1% 86.6%

文系　　 ― 782 715 91.4% 93.8%

理系　　 ― 941 821 87.2% 80.8%

※学生数（休学者を除く）及び回答数は、令和6年度時点の学年を基に集計。
※最終学年の学生数は、R7.3の卒業者数とする。

【参考】 過去の回答率

全体

全体

回答率 R2 R3 R4 R5 R6

合計 37.9% 34.3% 25.0% 26.6% 27.8%

文系 31.4% 29.8% 17.3% 22.6% 19.7%

理系 42.5% 37.3% 30.0% 29.1% 32.7%

回答率 R2 R3 R4 R5 R6

合計 85.7% 81.4% 85.2% 86.6% 89.1%

文系 91.3% 80.1% 95.4% 93.8% 91.4%

理系 80.7% 82.6% 77.2% 80.8% 87.2%

DP達成度
調査

卒業時
調査
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No. 研修会等名称 内容 開催日 開催場所 主催部局 参加者数 講師名（所属）

1
令和７年度第１回富山大学医学
部看護学科FD

富山大学医学部看護学科の志願者確保に向けた
学⽣募集戦略を考える−⼊試制度並びに⼊試広
報の今後の対応−

5月23日 看護学科研究棟11講義室 医学部看護学科 29名
山田 貴光（アドミッションセン
ター）

2
令和７年度第１回教育学部FD研
修会

「富山大学教育学部共同教員養成課程について 6月11日 教育学部大会議室 教育学部 42名
徳橋曜（教育学部）
宮一志（教育学部）
石川秀明（教育学部）

3 ⼊学者選抜に関するＦＤ
令和７年度⼊学者選抜の総括及び今後の⼊試広
報について

6月18日 共通教育棟１階 D11 ⼊学試験委員会 94名 山田 貴光（アドミッションセンター）

4
令和７年度芸術文化学部第１回
FD研修会

大学院進学と就職 7月2日 高岡キャンパス大会議室 芸術文化学系 12名
清水 卓（Indeed Japan）
石⿊ 綾佳（Indeed Japan）

5
令和７年度第１回医学部医学科
FD

ベスト指導医の学⽣との関わりから効率的・効
果的な臨床実習指導を考える

7月9日
附属病院２階臨床講義室Ⅰ
※オンライン・対面併用

医学部医師キャリアパス創
造センター

63名
近藤 諭（医学部）
岡澤 成祐（医学部）
齊藤 麻由子（附属病院）

6
令和７年度薬学部・大学院薬学
系部会ＦＤ

講演，班別討議及び全体討論 8月8日
薬学部研究棟Ⅱセミナー室
１・２・３・７・８

薬学部・大学院薬学系部会 65名 杉森 保（教養教育院）

7
令和７年度第１回教養教育院Ｆ
Ｄ

教育アプリ×DXで変わるこれからの大学教育 9月1日 共通教育棟A22 教養教育院 20名 岩居 弘樹（大阪大学D3センター）

8 理学部FD研修会
テーマ：障害学⽣の支援について
障害学⽣の支援における最新の状況等について
講演を行う。

9月10日 理学部大会議室 理学部学⽣⽣活委員会 56名 栗林 睦美 （学⽣支援センター）

9
令和７年度第１回経済学部FD研
修会

大学教育（教養教育改革に関して） 9月10日
経済学部大会議室
※オンライン開催

経済学部 34名 杉森 保（教養教育院）

10
令和７年度都市デザイン学部学
⽣⽣活に関するFD研修会

「学⽣のメンタルヘルスについて」をテーマと
した講演

9月17日
工学部大会議室
※オンライン開催

都市デザイン学部 34名 八島 不二彦（学⽣支援課）

令和７年度 部局主催FD実施状況一覧
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No. 研修会等名称 内容 開催日 開催場所 主催部局 参加者数 講師名（所属）

11 令和７年度第１回学部FD研修会 少人数授業の実践例について 9月18日 人文学部大会議室 人文学部 18名
梁 有紀（人文学部）
須永 修枝（人文学部）
⼊江 幸二（人文学部）

12
令和７年度安全保障輸出管理オ
ンライン説明会

安全保障輸出管理に対する意識向上及び業務改
善促進

9月19日 オンライン開催 国際機構 99名 清水 貴美子（国際機構）

13
英語による授業実施のための教
員研修2025

英語による授業実施のスキル向上のためワーク
ショップ

9月22日
9月24日
9月25日

 国際機構２F講義室3 国際機構
53名

（合計）
吉川 朋子（国際機構）

14
令和７年度第１回教育学部合同
FD研修会

両大学の教育実習指導体制について 9月25日 教育学部331講義室 教育学部 27名
月僧秀弥（教育学部）
滝口圭子（金沢大学人間社会研究域）

15
令和７年度第１回富山大学大学
院FD

臨床研究のデザインを考える 9月30日 看護学科研究棟10講義室 総合医薬学研究科 24名 米本 直裕（医学部）

16 理学部FD研修会

テーマ：キャリアカルテ（レーダーチャート）
の活用について
ヘルンシステムにおけるキャリアカルテの利用
方法やレーダーチャートの見方について説明
し、活用の促進を図る。

10月8日 理学部大会議室 理学部教務委員会 67名 高橋 知裕（学務課）

17
令和７年度第２回経済学部FD研
修会

就職支援 10月8日
経済学部大会議室
※オンライン開催

経済学部 40名 石⿊ 綾佳（Indeed Japan）

18
令和７年度第２回医学部医学科
FD

miniCEXの理論と実践 10月21日
附属病院２階臨床講義室Ⅱ
※オンライン・対面併用

医学部医師キャリアパス創
造センター

56名
菊川 誠（九州大学医学教育学講座）
⽊⼾ 敏喜（医学部）
武島 健人（医学部）

19 理学部FD研修会

テーマ：理系の進路最新情報と学部支援ででき
ること
最新の就職環境、理系ならではの進路の考え
方、ガイダンスの重要性等について講演を行
う。

11月12日 理学部大会議室 理学部就職指導委員会 55名 石⿊ 綾佳（Indeed Japan）
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No. 研修会等名称 内容 開催日 開催場所 主催部局 参加者数 講師名（所属）

20
令和７年度第２回教養教育院Ｆ
Ｄ

令和8年度新教養教育に向けた教育改革とグ
ループワークを取り⼊れた授業デザイン

11月14日
共通教育棟D11
※オンライン・対面併用

教養教育院 61名

杉森 保（教養教育院）
彦坂 泰正（教養教育院）
安江 健一（都市デザイン学部）
大⻄ 宏治（人文学部）

21
令和７年度第３回教養教育院Ｆ
Ｄ

グループワーク・ファシリテーション実践型
ワークショップ
〜“教える”から“共に学ぶ”へ〜

12月4日
12月5日

共通教育棟D22 教養教育院 22名

浦山 絵里（日本ファシリテーション
協会）
尾上 昌毅（日本ファシリテーション
協会）

22
令和７年度第１回大学院教職実
践開発研究科FD研修

教職実践開発研究科各教員が、他の教員の授業
を参観し、それぞれの授業のよさを研修会で共
有することにより、本研究科教員全体の授業方
法等の改善に役立てる。

12月10日 教育学部大会議室 教職実践開発研究科 12名 −

23 PROGテスト教員向け解説会
夏季に1・3年⽣を対象に行ったPROGテストに
ついての教員向け解説会

12月17日
工学部大会議室
※オンライン開催

都市デザイン学部 30名
谷川 雅之（株式会社リアセック主任研
究員）

24
令和７年度第１回大学院人文社
会芸術総合研究科FD研修会

北陸地域経済と企業支援施策等について 1月14日
人文学部大会議室
※オンライン開催

大学院人文社会芸術総合研
究科

109名

小柳 淳也（経済産業省 中部経済産業局
電力・ガス事業北陸支局）
山下 創平（経済産業省 中部経済産業局
電力・ガス事業北陸支局）

25
JABEEの活用と技術士制度説明
会

技術士の役割等についての説明会 1月18日
総合教育研究棟（工学系）
27講義室

都市デザイン学部 80名 公益社団法人日本技術士会

26
令和７年度第２回教育学部FD研
修会

シラバスの役割と作成の留意点 1月21日 教育学部大会議室 教育学部 31名 松本 馨（教育・学⽣支援機構）

27
令和７年度第３回医学部医学科
FD

研究室配属での実践と課題の共有−基礎系・臨
床系の現場から−

1月27日
附属病院２階臨床講義室Ⅱ
※オンライン・対面併用

医学部医師キャリアパス創
造センター

80名
甲斐田 大輔（医学部）
今井  千速（医学部）
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No. 研修会等名称 内容 開催日 開催場所 主催部局 参加者数 講師名（所属）

28 令和７年度工学部FD研修会

令和６年度ザ・ティーチャーに選出された教員
より、実際の授業に際して意識している事や工
夫等について講演いただき、授業や教育方法の
改善・向上に役立てることを目的とする。

2月6日
工学部大会議室
※オンライン開催

工学部 82名

中島 一樹（工学部）
玉⽊ 潔（工学部）
関本 昌紘（工学部）
岡田 卓哉（工学部）
加賀谷 重浩（工学部）

29 教育フォーラム
「世界の教育はどこへ向かうか」をテーマにし
た講演会を実施する。

2月15日 教育学部141講義室 教職実践開発研究科 31名 白井 俊（東京科学大学）

30
令和７年度芸術文化学部第２回
FD研修会

富山大学芸術文化学系教員向けハラスメント防
⽌研修−創造の場を安全にするために−

2月16日 高岡キャンパス大会議室 芸術文化学系 26名
井上 陽（弁護士法人貴陽）
泉 貴智（弁護士法人貴陽）

31
分散型臨床試験(DCT)体験型セ
ミナー

教職員に分散型臨床試験(DCT)を広く知っても
らうとともに、システムを実際に使用する体験
型のセミナー

3月16日
杉谷キャンパス附属病院２
階臨床講義室１

附属病院臨床研究開発推進
センター

23名
 板垣 貴志 氏
（株式会社アクセライト 代表取締役）

32 moodle 講習会
この講習会では、Moodleの機能について、特
に最近のアップデートで追加された内容を中心
に説明を行います。

3月27日
総合情報基盤センター第4
端末室

総合情報基盤センター 18名 遠山 和大（総合情報基盤センター）

110



令和8年3月31日現在

90.5% 38 42

93.9% 46 49

95.6% 43 45

92.5% 74 80

93.6% 44 47

95.2% 80 84

94.6% 158 167

90.2% 37 41

80.6% 29 36

92.9% 549 591

医学部

薬学部

芸術文化学部

ＦＤ参加率

人文学部

教育学部

経済学部

理学部

【調査方法】
　今回の調査は、令和７年４月１日から令和８年３月31日までのFD参加状況を各部
局に照会したもの。参加率の算出に当たり、対象は、学部教育を担当する基幹教員で
あり、FDの参加者数については延べ人数ではなく、実人数を記載したものである。
よって、1人の教員が複数回（全学、自学部、他学部、教養教育等）のFDに参加して
もFD参加数は１人とカウントとしている。
　昨年度の同調査では、全体のＦＤ参加率は92.5％であった。

令和７年度ＦＤ参加状況（令和７年４月～令和８年３月）

ＦＤ参加者数

工学部

部局名等 参加率
学部教育を担当
する基幹教員数

都市デザイン学部
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富山大学教育・学生支援機構教育推進センター会議内規 

平成27年４月１日制定 

平成27年６月16日改正 

平成29年11月10日改正 

平成30年３月27日改正 

令和元年９月24日改正 

（趣旨） 

第１条  この内規は，富山大学教育・学生支援機構規則第 20条第２項の規定に基づき， 

富山大学教育・学生支援機構教育推進センター会議（以下「センター会議」という。）

に関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第２条 センター会議は，次に掲げる事項を審議する。

（１）教育の質保証に関すること。 

（２）教育評価に関すること。 

（３）全学的ＦＤの企画立案，実施及び評価に関すること。 

（４）教育環境の情報化に関すること。 

（５）他機関との教育連携に関すること。 

（６）学生の資格取得に関すること。 

（７）その他教育推進に関すること。 

（組織） 

第３条 センター会議は，次に掲げる委員をもって組織する。

（１）センター長 

（２）副センター長 

（３）センター長が指名した教育・学生支援機構に主担当として配置される教員又は兼

務配置される教員 

（４）各学部教務委員長 

（５）教養教育院から選出された教員 １人 

（６）学務部長 

（７）学務部学務課長 

（８）その他センター長が必要と認めた者 

２ 前項第３号，第５号及び第８号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，

欠員が生じた場合の後任の任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第４条 センター長は，センター会議を招集し，その議長となる。

２ 議長に事故があるとき，議長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。 

（議事） 

第５条 センター会議は，委員の過半数が出席しなければ開会できない。

２ 議事は，出席委員の過半数をもって決する。ただし，可否同数のときは，議長がこれ

を決する。 
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（意見の聴取） 

第６条 センター会議が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め意見を聴くこと

ができる。 

（専門会議） 

第７条 センター会議は，センター会議の委員のうちの一部の者及びセンター長が必要と

認める者をもって構成される専門会議を置く。 

２ センター会議は，第２条に規定する審議事項を専門会議に付託し，専門会議の議決を

もって，センター会議の議決とすることができる。 

３ 専門会議の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか，センター会議に関し必要な事項は，センター会議

が定める。 

（事務） 

第９条 センター会議の事務は，学務部学務課において処理する。

附 則 

この内規は，平成 27年４月１日から施行する。 

附 則 

この内規は，平成 27年６月 16日から施行する。 

  附 則 

この内規は，平成 29年 11月 10日から施行する。 

  附 則 

１ この内規は，平成 30年４月１日から施行する。 

２ この要項の施行後最初に選出される第３条第１項第５号の委員の任期は，第３条第２

項の規定にかかわらず平成 31年３月 31日までとする。 

  附 則 

この内規は，令和元年 10月１日から施行する。 
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令和7年4月1日

氏　　名　　等 備 考 任期

准教授
まつ もと かおる

松　本 馨
（議長） R7.4.1-R9.3.31

人文学部 教授
おお の 　けい すけ

大　野　圭　介
―

教育学部 教授
やま ぐち　のり かず

山　口　範　和
―

経済学部 教授
もろ ずみ　りょう こ

両　角　良　子
―

理学部 教授
つ　げ　 きよ し

柘　植　清　志
―

医学部 教授
たか むら あき てる

高　村　昭　輝
―

薬学部 教授
そう　　 たか のり

宗　　孝　紀
―

工学部 教授
た ばた 　とし ひで

田　端　俊　英
―

芸術文化学部 教授
つじ あい　ひで かず

辻　合　秀　一
―

都市デザイン学部 教授
お の　　ひで き

小　野　英　樹
―

教養教育院のＦＤ担当
教員（第１号ハ委員）

教養教育院 准教授
やま ぎし 　りん こ

山　岸　倫　子
R7.4.1-R9.3.31

たか はし 　とも ひろ

髙　橋　知　裕
―

その他センター長が必要
と認めた者（第１号ホ委
員）

R7.4.1-R9.3.31

職 名 等

センター長が指名したセンター会議の委員
（第１号イ委員）

各学部ＦＤ担当委員長
（第１号ロ委員）

学務部学務課長（第１号ニ委員）

教育・学生支援機構教育推進センター全学ＦＤ・教育評価専門会議 委員名簿
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